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日本の水資源の現況 
 

 

 

 

 

地球上に存在する水の量は、およそ 14億 km3であるといわれている。そのうちの約 97.5％

が海水等であり、淡水は約 2.5％である。この淡水の大部分は南・北極地域などの氷や氷河と

して存在しており、地下水や河川、湖沼などの水として存在する淡水の量は、地球上の水の

約 0.8％である。さらに、この約 0.8％の水のほとんどが地下水として存在し、河川や湖沼な

どの水として存在する淡水の量は、地球上に存在する水の量のわずか約 0.01％、約 0.001 億

km3にすぎない（図１－１－１、参考１－１－１）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

（注）1. World Water Resources at the Beginning of 21st Century ; I. A. Shiklomanov and John C. Rodda , 2003 
をもとに国土交通省水資源部作成 

2. 南極大陸の地下水は含まれていない。 
 

図１－１－１  地球上の水の量 
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（注）  1. FAO（国連食糧農業機関）「AQUASTAT」の 2024 年 11 月アクセス時点の最新データをもとに国土交通省水資源部作成 

2. 1 人当たり水資源賦存量は、「AQUASTAT」の[Total renewable water resources(actual)]をもとに算出 
3. 「世界」の値は「AQUASTAT」に[Total renewable water resources(actual)]が掲載されている 182 カ国による。 
 

図１－２－１  世界各国の降水量等 
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我が国は、世界でも有数の多雨地帯であるモンス－ンアジアの東端に位置し、FAO（国連

食糧農業機関）「AQUASTAT」の公表データによると、年降水量は約 1,668mmとなっている。

これは、世界の年降水量である約 815mmの約 2.0倍となっている。一方、年降水量に国土面

積を乗じ全人口で除した一人当たり年降水総量でみると、我が国は約 5,058m3／人・年とな

り、世界の一人当たり年降水総量約 13,988m3／人・年の３分の１程度となっている（図１－

２－１、参考１－３－２）。 

また気象庁観測値により、降水量を地域別にみると、北海道、東北、関東内陸、関東臨海

及び山陽で全国平均を下回っている。一方、北陸、東海、近畿内陸、近畿臨海、山陰、四国、

北九州、南九州及び沖縄で全国平均を上回っている（図１－２－２、参考１－２－２）。 

令和５年（2023年）の我が国の年降水量（全国 51地点の平均）は約 1,585mmであり、平

成 26 年から令和５年（2014 年から 2023 年）までの日本の年降水量（全国 51 地点の平均）

は 1,687mmであった（参考１－２－１）。 

年降水量（全国 51地点の平均）の経年変化をみると、昭和 40年頃（1965年頃）から少雨

の年が多くなっており、48年（1973年）、53年（1978年）、59年（1984年）、平成６年（1994

年）、８年（1996年）及び 17年（2005年）は年降水量が年平均値を大きく下回っている。日

本の年降水量には、統計的に有意な長期変化傾向は見られないが、統計開始から 1920年代半

ばまでと 1950年代、2010年代に多雨期がみられ、1970年代から 2000年代までは年ごとの変

動が比較的大きかった（図１－２－３）。 
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（注）1. 年降水量は、気象庁資料をもとに国土交通省水資源部作成 

2. 全国 51 地点における算術平均値を示す（地点名は、参考１－２－１を参照）。 
3. 各年の観測地点数は、欠測等により必ずしも 51 地点ではない。 

 
図１－２－３  日本の年降水量の経年変化（1900 年～2023 年） 
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（注）1. 国土交通省水資源部作成 
2. 人口は総務省統計局「国勢調査」（2020 年） 
3. 平均降水量は 1992～2021 年の平均 
4. 渇水年とは 1992～2021 年において降水量が少ない方から数えて 3 番目の年 
5. 水資源賦存量は、降水量から蒸発散によって失われる水量を引いたものに面積を乗じた値で、平均水資源賦存量は 1992～2021 年の平均値 
6. 地域区分については、参考１－２－２を参照 

図１－２－２  地域別降水量及び水資源賦存量 
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（１）水資源賦存量 
我が国の平成４年から令和３年（1992年から 2021年）までの 30年間の水資源賦存量（水

資源として、理論上人間が最大限利用可能な量であって、日本の場合は降水量から蒸発散量

を引いたものに当該地域の面積を乗じて求めた値。）の平均（以下、「平均水資源賦存量」と

いう。）は、約 4,300 億 m3／年である（図１－３－１、参考１－２－２、参考１－３－１）。

また、上記期間における 10 年に１度程度の割合で発生する少雨時の水資源賦存量を地域別

に合計した値（以下、「渇水年水資源賦存量」という。）は約 3,100億 m3／年であり、平均水

資源賦存量の約 73％となっている。 

平均水資源賦存量に対する渇水年水資源賦存量の割合は、日本全体の値である約 73％に比

べて北海道、関東（臨海）、山陰、南九州、沖縄は同程度、近畿、山陽、四国、北九州では小

さく、東北、関東（内陸）、東海、北陸ではやや大きくなっている。一人当たり水資源賦存量

をみると、平均水資源賦存量、渇水年水資源賦存量ともに、関東、近畿、山陽、北九州及び

沖縄では日本全体の値に比べ小さく、北海道、東北、東海、北陸、山陰、四国及び南九州で

は大きくなっている（図１－２－２、参考１－２－２）。 

また、FAO（国連食糧農業機関）「AQUASTAT」の公表データより、一人当たり水資源賦存

量を海外と比較すると、世界平均である約 7,027m3／人・年に対して、我が国は約 3,451m3／

人・年と２分の１以下であり、首都圏（約 850 m3／人・年）で見ると北アフリカや中東諸国

と同程度である（図１－２－１、参考１－３－２、参考１－３－３）。 

  

 
（注）1. 国土交通省水資源部作成 

2. 生活用水、工業用水で使用された水は 2020 年の値で、国土交通省水資源部調べ 
3. 農業用水における河川水は 2021 年の値で、国土交通省水資源部調べ。地下水は農林水産省「第 5 回農業用地下水利用実態調査」 

（2008 年度調査）による。 
4. 降水量は気象庁観測地点 1300 箇所の平均を用いている。 
5. 四捨五入の関係で合計が合わないことがある。 

図１-３-１  日本の水資源賦存量と使用量 
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（２）渇水年の水資源賦存量 
昭和 31年から令和２年（1956年から 2020年）までの 65年間の降水量の実測値によると、

渇水年水資源賦存量は過去から一旦減少し、回復傾向にある（図１－３－２）。例えば、平成

13年～令和２年（2001年～2020年）の 20年間の４年に１度程度の割合で発生する少雨の状

況（20年間中５番目に水資源賦存量が少ない年）は、昭和 31年～50年（1956年～1975年）

のそれとおおむね同等となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1956 年から 2020 年までの資料に基づき、国土交通省水資源部で算出 
 

図１－３－２  渇水年水資源賦存量の変化 
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